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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成29年1月26日(2017.1.26)

【公開番号】特開2014-143194(P2014-143194A)
【公開日】平成26年8月7日(2014.8.7)
【年通号数】公開・登録公報2014-042
【出願番号】特願2013-269909(P2013-269909)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/58     (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/054    (2010.01)
   Ｃ０１Ｇ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/58     　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/054    　　　　
   Ｃ０１Ｇ    1/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月13日(2016.12.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記（式１）で示される組成であることを特徴とするマグネシウムイオン二次電池用正
極活物質。
　ＭｇｘＭｙＯｚＮ２－ｚ・・・（式１）
（式１）において、Ｍは、遷移金属元素であり、ｘは０＜ｘ≦１．２、ｙは０．８≦ｙ≦
１．２、ｚは０≦ｚ＜２の範囲の数である。
【請求項２】
　前記（式１）においてＭが、Ｔｉ，Ｚｒ，Ｈｆ，Ｖ，Ｎｂ，Ｔａ，Ｃｒ，Ｍｏ，Ｗ，Ｍ
ｎ，Ｆｅ，Ｃｏ，Ｎｉ，Ｃｕから選ばれる一種以上の元素であることを特徴とする請求項
１に記載のマグネシウムイオン二次電池用正極活物質。
【請求項３】
　前記Ｍ元素の周りに窒素原子からなる陰イオンが６配位した多面体からなる層または前
記Ｍ元素の周りに窒素原子及び酸素原子からなる陰イオンが６配位した多面体からなる層
と、その層間に挿入されたマグネシウムイオンとからなる層状構造を有することを特徴と
する請求項１または請求項２に記載のマグネシウムイオン二次電池用正極活物質。
【請求項４】
　Ｍｇと前記Ｍ元素とを含有する複酸化物からなる中間化合物を生成する工程と、該中間
化合物を窒素ガスおよび／またはアンモニアからなる雰囲気中で加熱する工程とを含むこ
とを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか一項に記載のマグネシウムイオン二次電池
用正極活物質の製造方法。
【請求項５】
　Ｆｅ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｎｉから選ばれる一種以上の元素と、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｖ
、Ｎｂ、Ｔａ、Ｍｏ、Ｗ、Ｃｕから選ばれる一種以上の元素とを含有する第１中間化合物
を生成する工程と、
　該第１の中間化合物を窒素ガスおよび／またはアンモニアからなる雰囲気中で加熱し第
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２中間化合物を生成する工程と、
　該第２中間化合物と、２００～５００℃で熔融可能なＭｇ化合物とを混合加熱し、前記
Ｆｅ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｎｉから選ばれる一種以上の元素をＭｇにイオン交換する工程
と、
　を含むことを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか一項に記載のマグネシウムイオ
ン二次電池用正極活物質の製造方法。
【請求項６】
　少なくとも、負極と、正極と、前記正極と前記負極との間に介在する電解質及び非水電
解質溶媒、又は固体電解質とを含み、
　前記正極が、請求項１～請求項３のいずれか一項に記載のマグネシウムイオン二次電池
用正極活物質を含有することを特徴とするマグネシウムイオン二次電池。
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